
 

 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals） 

 2015 年に国連で採択された持続可能な開発目標であり、

2030 年までに解決すべき世界的優先課題 17 目標と目標を 

達成するための 169のターゲットが示されています。 

2024年６月１４日 

 

一般社団法人秋田県交通安全協会様による「ＳＤＧｓ宣言」策定について 

 

 株式会社秋田銀行（頭取 新谷 明弘）は、グループ会社である株式会社あきぎんリサーチ＆  

コンサルティング（代表取締役社長 石川 聡）を通じて「〈あきぎん〉ＳＤＧｓ経営支援サービ

ス」をご提供しております。 

 今般、本サービスを利用し、一般社団法人秋田県交通安全協会様が「ＳＤＧｓ宣言」を策定さ

れましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 当行グループは、地域におけるＳＤＧｓの達成に向けた取組みを支援し、持続可能な地域社会

の実現に取り組んでまいります。 

 

記 

【会社概要】 

会  社  名 一般社団法人秋田県交通安全協会 

所  在  地 秋田市山王４丁目１－５秋田県警察本部内 

代  表  者 会長 長雄 潤二 

業     種 サービス業（他に分類されないもの） 

企 業 紹 介 

当協会は、秋田県民の交通安全思想の普及・高揚をはかり、交通事故

のない安全な地域社会を実現することを目指して 1949年（昭和 24年）

に設立された公益法人です。 

設立以来、秋田県内全域を対象に交通事故防止の事業を推進しており

ます。今後も道路交通法に基づき、交通安全や移動の円滑化に向けた活

動を継続してまいります。 

ＳＤＧｓへの取組み 

（別紙参照） 

○交通事故のない安全な地域社会の構築に向けた取組みの実施 

○道路環境改善を起点とした環境保全活動の実施 

○地域行事や小中高生を対象とした校外活動の企画・開催 等 

 

（以 上） 

 

   



S D Gｓの 達 成 に 向 け た 取 組 み

SDG s宣言

S DGｓとは
Sustainable Development Goals（持続可能な開
発目標）の略称で、2015年9月に国連で採択された
2030年までの国際目標。「地球上の誰一人取り残さ
ない」をスローガンに、持続可能な社会の実現を目指
しており、経済・社会・環境などの分野で17の目標と
169のターゲットで構成されています。

一般社団法人秋田県交通安全協会

当協会は、国連が提唱する持続可能な開発目標（SDG s）に賛同し、
持続可能な社会の実現に向けた積極的な取組みを行ってまいります。

2024年6月　会長  長雄 潤二

～ 交通事故のない安全な地域社会を目指して ～
当協会は、秋田県民の皆様方への「交通安全思想の普及・高揚」を図るための活動を通じ、

安全で明るい持続可能な地域社会の実現に貢献してまいります。

交通安全

具体的な取組み

交通事故のない安全な地域社会の構築に向けた取組みを
積み重ね、郷土の未来につなぐ交通安全を実現すべく、
倫理観の高い組織風土の醸成に努めます。

交通事故防止のための街頭活動／交通安全の広報啓発活動の
実施／交通安全功労者・優良運転者等の表彰／時代の変化に
マッチしたコンプライアンス研修の開催

地域貢献

具体的な取組み

「みんなの願い交通安全」を実現すべき団体としての社会
的責任を認識し、継続性を高めた未来志向の地域貢献を
展開していきます。

地域行事などとタイアップした出前型講座・体験型教室の開催／
小中高生が行う校外活動の協同・交流を通じた交通安全活動の
実践／有効活用できる交通安全グッズの斡旋

環境保全

具体的な取組み

住民が安全安心に住み続けられる地域を目指し、道路環境
の改善と温暖化防止に向けた諸対策に取り組みます。

安全かつ円滑な交通を確保するための生活道路や通学路などの
道路環境の点検と改善要望の上申／ペーパーレス化の推進／
クールビズ・ウォームビスの実践

職場環境

具体的な取組み

安全な地域社会の実現に向け、やりがいを持って働くこと
ができる職場環境の整備に取り組みます。

健康経営宣言による人材確保／ワークライフバランスの充実に
向けた施策の実施／各種ハラスメントのない職場環境の構築／
協会活動の担い手と各世代を通じた交通安全ボランティアの育成


